ソウゴウ コメント ヒガシアジア ノ チョウワテキ ナ ミライ ノ コウチク ヒガシアジア ケンキュウ ノ アラタナル シザ カコ ゲンザイ ミライ by 張 華 & Zhang Hua
特
集
・
東
ア
ジ
ア
研
究
の
新
た
な
る
視
座
一
過
去
、
現
在
、
未
来
「
総
A
ロ
コ
メ
ン
ト
」
東
ア
ジ
ア
の
調
和
的
な
未
来
の
構
築
張
華
　
冷
戦
の
終
結
と
伴
い
、
古
い
秩
序
は
幕
を
下
ろ
し
、
新
し
い
国
際
秩
序
は
ま
だ
形
成
さ
れ
ず
、
世
界
は
常
に
変
化
を
し
て
い
く
時
期
に
入
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
世
界
経
済
↓
体
化
及
び
東
ア
ジ
ア
各
国
経
済
の
迅
速
な
発
展
が
、
東
ア
ジ
ア
を
多
角
的
な
協
力
の
基
で
、
も
っ
と
広
く
、
も
っ
と
全
面
的
で
、
も
っ
と
高
い
レ
ベ
ル
へ
の
発
展
を
可
能
に
す
る
。
　
東
ア
ジ
ア
は
国
際
社
会
が
注
目
す
る
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。
冷
戦
終
結
後
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
構
成
を
影
響
す
る
各
国
の
関
係
は
比
較
的
に
平
穏
な
状
態
に
あ
る
。
し
か
し
、
全
体
よ
し
て
東
ア
ジ
ア
地
域
に
は
国
家
間
の
対
抗
、
軍
備
競
争
の
激
し
さ
、
潜
在
す
る
軍
事
衝
突
な
ど
の
各
国
の
関
係
を
影
響
す
る
不
安
定
要
素
が
未
だ
存
在
す
る
。　
今
、
世
界
の
テ
ー
マ
は
平
和
と
発
展
で
あ
る
。
地
域
安
全
は
そ
の
地
域
の
政
治
安
定
と
経
済
の
持
続
的
な
発
展
の
主
な
前
提
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
地
域
に
は
ま
だ
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と
不
安
定
な
要
素
が
存
在
す
る
が
、
全
体
的
に
緩
和
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
　
歴
史
の
記
憶
は
過
去
へ
の
認
識
の
問
題
で
も
あ
り
、
如
何
に
未
来
に
直
面
す
る
か
の
肝
心
で
も
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
は
お
互
い
に
内
在
し
て
お
り
、
分
離
で
き
な
い
た
め
、
狭
隆
な
国
別
歴
史
（
国
ご
と
に
歴
史
を
分
別
に
て
記
述
）
と
い
う
制
限
、
狭
隆
な
民
族
主
義
意
識
を
超
え
る
こ
と
が
必
要
な
歴
史
研
究
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
問
題
は
解
決
で
き
な
い
問
題
で
は
な
い
。
お
互
い
を
充
分
に
理
解
し
た
上
で
、
古
い
固
有
観
念
を
改
め
、
必
ず
真
理
を
追
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
客
観
的
精
神
で
歴
史
を
対
し
、
有
効
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
ば
歴
史
問
題
の
鍵
が
き
っ
と
見
つ
か
る
。
歴
史
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
、
但
し
容
赦
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
歴
史
記
憶
問
題
で
み
ん
な
の
争
論
に
な
る
の
は
過
去
で
あ
る
、
但
し
本
当
に
心
配
し
て
い
る
の
は
未
来
、
未
来
の
平
和
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
各
国
間
の
歴
史
認
識
に
対
す
る
問
題
に
関
し
て
、
我
々
は
民
族
間
の
恨
み
を
越
え
、
東
ア
ジ
ア
未
来
の
平
和
と
発
展
の
立
場
か
ら
問
題
を
み
る
べ
き
で
あ
り
、
張東アジアの調和的な未来の構築385
常
に
平
等
と
理
性
な
る
精
神
を
保
つ
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
“
和
解
”
に
は
ま
ず
以
下
の
二
点
が
必
要
　
　
一
、
　
本
国
国
民
の
記
憶
と
感
情
を
尊
重
し
つ
つ
、
他
国
の
国
　
　
　
民
の
記
憶
と
感
情
も
尊
重
す
る
。
両
者
に
解
決
困
難
な
抵
触
　
　
　
が
あ
る
場
合
、
一
般
的
に
、
根
本
的
”
真
理
”
を
尊
重
す
る
　
　
　
前
提
の
下
、
で
き
る
限
り
緩
和
あ
る
い
は
最
小
限
に
す
る
。
　
　
二
、
　
歴
史
宿
怨
に
正
し
く
向
か
い
、
正
し
く
対
処
し
、
現
在
　
　
　
と
未
来
を
重
視
し
、
歴
史
真
理
の
核
心
（
大
枠
で
は
な
く
）
　
　
　
と
緊
急
性
（
副
次
的
で
は
な
く
）
の
あ
る
現
在
の
国
家
利
益
　
　
　
が
問
題
解
決
の
最
も
重
要
な
原
則
で
あ
る
。
　
東
ア
ジ
ア
に
は
す
で
に
良
好
な
発
展
基
礎
が
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
の
発
展
の
ポ
イ
ン
ト
は
離
散
を
抜
け
出
し
て
、
内
在
パ
ワ
ー
の
有
効
的
な
整
合
を
実
現
し
、
全
体
区
域
の
有
効
な
優
勢
を
形
成
す
る
こ
と
。
共
に
東
ア
ジ
ア
社
会
発
展
の
基
礎
に
な
る
東
ア
ジ
ア
共
同
体
を
模
索
す
る
の
が
最
も
良
い
道
で
あ
る
。
　
東
ア
ジ
ア
共
同
体
（
又
は
　
ア
ジ
ア
共
同
体
）
は
地
理
的
に
隣
接
し
た
各
国
が
長
期
的
な
相
互
協
力
と
一
体
化
で
密
接
な
共
同
体
を
形
成
す
る
も
の
。
こ
の
共
同
体
は
共
同
利
益
と
地
域
承
認
の
基
で
成
立
す
る
べ
き
で
あ
り
、
決
し
て
排
他
的
集
団
で
は
な
く
、
ま
た
区
域
外
の
国
家
は
対
象
に
な
ら
な
い
。
地
理
的
位
置
が
近
く
隣
接
し
て
い
る
こ
と
は
東
ア
ジ
ア
が
協
力
す
る
上
で
の
先
天
的
な
優
勢
で
あ
り
、
地
域
一
体
化
の
前
提
条
件
で
も
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
は
文
化
的
に
も
同
じ
も
し
く
は
類
似
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
文
化
の
類
似
は
東
ア
ジ
ア
の
協
力
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
け
る
基
礎
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
国
家
と
地
域
は
経
済
的
に
共
同
す
る
利
益
が
多
く
、
こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
が
お
互
い
に
協
力
す
る
主
な
原
動
力
で
あ
る
。
共
同
体
が
成
立
で
き
る
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
共
同
体
が
成
立
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
決
定
的
な
要
素
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
域
で
経
済
的
実
力
が
最
も
強
い
三
力
国
－
中
国
、
日
本
、
韓
国
の
間
の
協
力
関
係
に
あ
る
。
　
如
何
に
お
互
い
に
理
解
し
、
お
互
い
に
信
頼
す
る
上
で
東
ア
ジ
ア
各
国
の
協
力
関
係
を
強
固
し
発
展
さ
せ
る
か
は
各
国
の
国
民
の
重
要
且
つ
緊
迫
し
た
課
題
で
あ
る
。
よ
り
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
た
め
、
ま
ず
お
互
い
に
相
手
の
文
化
の
存
在
と
相
手
文
化
の
価
値
を
尊
重
し
、
次
に
各
国
国
民
の
付
き
合
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
平
和
的
な
地
域
国
際
秩
序
を
立
て
る
の
は
東
ア
ジ
ア
各
国
の
共
通
の
目
標
で
あ
る
。
よ
っ
て
平
和
的
に
北
朝
鮮
の
核
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
東
ア
ジ
ア
各
国
国
民
と
国
際
社
会
が
注
目
す
る
問
題
で
あ
る
。
　
北
朝
鮮
の
六
力
国
協
議
か
ら
の
撤
退
の
発
表
で
国
際
社
会
、
特
に
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
韓
国
、
中
国
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
国
が
強
烈
な
反
応
を
示
し
た
が
、
六
力
国
協
議
は
朝
鮮
半
島
問
題
を
解
決
す
る
唯
一
の
径
路
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
側
は
結
局
多
角
的
な
調
和
を
選
択
す
る
の
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
問
題
は
数
あ
る
大
国
の
核
心
的
な
利
益
に
及
び
、
終
始
国
際
社
会
の
敏
感
な
神
経
に
触
れ
る
。
今
あ
る
複
雑
な
諸
問
題
及
び
数
々
の
事
件
を
ど
の
よ
う
に
収
拾
す
る
か
は
、
関
連
国
家
が
真
面
目
に
考
慮
す
べ
き
核
心
的
な
問
題
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
は
以
前
、
ア
メ
リ
カ
は
六
力
国
協
議
と
い
う
形
386東洋文化研究13号
式
を
通
じ
て
東
ア
ジ
ア
の
安
全
と
安
定
を
維
持
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
と
発
表
。
そ
し
て
、
“
六
力
国
協
議
は
朝
鮮
半
島
の
核
放
棄
と
地
域
の
緊
張
事
態
を
緩
和
す
る
こ
と
に
土
台
を
作
っ
た
”
と
称
賛
。
今
、
対
立
双
方
は
緊
張
事
態
で
あ
り
、
六
力
国
協
議
の
再
開
で
直
ち
に
問
題
の
実
質
的
突
破
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
　
朝
鮮
半
島
の
“
核
放
棄
”
と
核
の
拡
散
を
防
止
す
る
問
題
以
外
に
も
、
“
平
和
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
”
の
（
建
設
）
、
関
連
国
家
と
の
関
係
の
正
常
化
、
経
済
協
力
の
促
進
及
び
朝
鮮
半
島
統
一
を
は
か
る
な
ど
の
問
題
は
、
唯
一
六
力
国
協
議
で
解
決
で
き
る
。
一
方
で
、
朝
鮮
半
島
の
無
核
化
の
実
現
は
六
力
国
協
議
の
最
終
的
な
目
標
で
は
な
い
。
そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
の
安
全
枠
組
み
つ
く
り
の
第
一
歩
に
す
ぎ
な
い
。
　
二
一
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
を
展
望
す
る
と
、
平
和
と
発
展
で
あ
り
、
こ
れ
は
さ
ら
に
成
熟
し
、
さ
ら
に
密
接
に
な
る
。
“
平
和
友
好
、
互
恵
関
係
、
長
期
的
な
安
定
、
相
互
的
に
依
存
”
の
原
則
の
下
、
東
ア
ジ
ア
各
国
の
関
係
は
健
全
に
発
展
す
る
と
信
じ
る
。
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